
 

令和５年３月２０日

北 陸 地 方 整 備 局

新潟港湾・空港整備事務所 

 
佐渡島「命のみなとネットワーク」推進協議会を開催します 

 

 

１.日  時    令和５年３月２７日（月） 1４：００～１５：３０ 

 

   ２.場  所    「あいぽーと佐渡」（佐渡インフォメーションセンター） 

            新潟県佐渡市両津夷３８４―１１（別紙１） 

 

３.議   事    別紙２のとおり 

 

   ４.出 席 者    別紙２のとおり 

  

  ５.取材申込    協議会の取材を希望される方は、3月24日（金）までに、 

別紙４の「取材申込書」にて、申し込み願います。 

 

   ６.そ の 他   新型コロナ感染拡大防止対策のお願い 

            ・咳などの風邪症状、発熱等、体調不良の方は参加をご遠慮ください。 

            ・手指のアルコール消毒にご協力ください。 

            ※令和5年3月13日以降、マスクの着用は個人の主体的な選択を尊重 

し、個人の判断が基本となりました。 
 

同時発表記者クラブ 

新潟県政記者クラブ

新県政記者クラブ 

専門紙 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 北陸地方整備局 新潟港湾・空港整備事務所 

副所長 武田、企画調整課長 佐藤

TEL：025-222-6111（直通）

近年、気候変動の影響により経験したことのない豪雨による洪水や土砂災害等の気象災害が多く

発生しており、被災地においては生活道路等の陸路からの支援に加え、緊急物資、生活物資、救援

部隊及び被災者の海上輸送等の事例も増えつつあります。 

このため、国土交通省港湾局では、みなとの機能を最大限活用した災害対応のための物流・人流

ネットワークを「命のみなとネットワーク」と名付け、全国各地で取組を展開することとしていま

す。（別紙３） 

この度、北陸地方整備局管内では、魚津市に続き佐渡市にて佐渡島「命のみなとネットワーク」

推進協議会を開催し、佐渡島と対岸の新潟県内の港湾・漁港を拠点とした広域災害支援の検討等を

行うこととなりましたので、お知らせします。 



別紙１ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場住所：新潟県佐渡市両津夷３８４－１１ 
 

※車両出入り口の誘導員の指示に従い駐車ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

案 内 図 
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佐渡島「命のみなとネットワーク」推進協議会 
 

 

○ 議事 

 

(１)「命のみなとネットワーク」について             

 

(２)佐渡島「命のみなとネットワーク」推進協議会について 

 

(３)意見交換 

 

 
○ 参加予定者 

 

会長 ：佐渡市 市長 

 

副会長：聖籠町 町長 

 

副会長：新潟市 （市長代理）危機管理防災局 防災課長 

 

参加者：ウエルシアホールディングス 株式会社 

 

一般財団法人 危機管理教育＆演習センター 

 

コカ・コーラボトラーズジャパン 株式会社 

 

ＮＰＯ法人 コメリ災害対策センター 

 

佐渡汽船 株式会社 

 

生活協同組合コープデリにいがた 

 

みなとオアシス佐渡両津運営協議会 

 

株式会社 ローソン 

 

新潟県  

 

佐渡市  

 

北陸地方整備局 港湾空港部 

 

北陸地方整備局 新潟港湾・空港整備事務所 
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取 材 申 込 書 

 

取材を希望する場合は、この様式により下記連絡先までＦＡＸでお申し込み下さい。 

 

FAX ０２５－２２７－１３４４ 

 

申込み締切は３月２４日（金）１２時００分までとさせていただきます。 

※申込期日に間に合わない場合は、取材が出来ない場合があります。 

 

所属クラブ（所属するクラブに○を付けてください） 

 ・新潟県政記者クラブ   ・新県政記者クラブ    ・専門紙 

 会社名及び部署名 

 

取材者 役職・氏名（全員の役職氏名を記載願います） 

 ①（代表者）                             

 ②                                  

 ③                                  

 連絡先（代表者の連絡先） 

 

 注意事項 

受付場所：あいぽーと佐渡 多目的ホール  

※取材中は、身分証明書、自社腕章を必ず着用し、担当者の指示に従って下さい。 

連 上記のとおり、取材を申し込みます。 

北陸地方整備局 新潟港湾・空港整備事務所 あて 

 

 


